












































































した（Sagan and Waltz 2003.）。SaganとWaltzがイラン問題に関して直接討論を行った際に
Waltzは従来通りの主張を繰り返し、核を持とうとする国家の性質は問題ではなく、核は抑止と
いう唯一の目的しか持ち得ないと論じた。一方Saganは核拡散によって技術流出の危険がある





























































































　Π（ p , q ）＝（ p－q ）－（ p－q ）
2






























　Powellモデルの含意は近年、Reed, Clark, Nordstrom, and Hwang （2008）によって実証的
に裏付けられた。Reedらはパワー分布をCOW（Correlates of War）プロジェクトのCINCス
コア（Composite Index of National Capability）で、利得分布は国連総会における投票行動の
結果を元にマルコフ連鎖モンテカルロ法でデータを生成し、それらを併せて1946年から2000年
までの二カ国対（dyad）パネルデータを作成した。Reed, Clark, Nordstrom, and Hwang 
（2008）の推定結果から次の（２）式を導くことができる。
　Π（ p , q ）＝0.932（ p－q ）－0.559（ p－q ）
2












布をCOWプロジェクトのCINCスコアで代替している（Reed et.al.2009: 1210- 11.）注14 。COW




































































イラン　　     530（58.9％） ヒズブッラー  250（32.9％） ハマース　　　227（25.2％）
パレスチナ　    68 （7.6％） シリア　　　  124（13.8％） アルカイダ　　188（20.9％）
ヒズブッラー    62   (6.9％) パレスチナ　   90（10.0％） ヒズブッラー　109（12.1％）
中国　　　　    29   (3.2％) ハマース　　　86   （9.6％） シリア　　　　  64 （7.1％）
シリア　　　    28 （3.1％） イラク　　　　82   （9.1％） パレスチナ　　  19 （2.1％）



























米国　　　　  782 （86.9％） 英国　　　　  400（72.2％） フランス　　　 72（22.9％）
分からない　   56  （6.2％） ロシア　　　    29 （5.2％） スペイン　　　 56（17.8％）
英国　　　　   13  （1.4％) フランス　　    28 （5.1％） トルコ　　　　 28 （8.9％）
いない　　　   11    (1.2％) 中国　　          18 （3.2％） 中国　　　　　 26 （8.3％）
回答拒否　　   11  （1.2％） スペイン　　    17 （1.9％） ロシア　　　　 23 （7.3％）































































































































注２　Waltz（1964）, Waltz（1979） Chapter 8, Mearsheimer（2001） Chapter 9.邦語による先行研究
の整理は武田（2009: 28-30.）が優れたレビューである。






























































注25　SIPRI, Military Expenditure Data Base（2005年基準）.
注26　Kam（2003:68-69）およびRubin（2006:19）.最初の発射実験は1998年７月で、その後2004年８月に
新バージョンの試射が行われた。
注27　Raas and Long（2007: 20-21）. 
注28　Shapir（2009:123）.
注29　New York Times, March 2, 2009.およびHaaretz, February 15, 2010. 
注30　現在のところ軍拡競争は戦争を防止するよりも拡大させ、戦争に至る可能性のほうが高いと考えら
れている。武田（2009:39）.
注31　The Guardian, September 26, 2008.
注32　Yediot Aharonot, February 16, 2010.
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The Middle Eastern Regional System and Israel
-An International System Approach to the Iran Question-
Shingo HAMANAKA
（Faculty of Education, Art and Science）
 This paper studies what situation Israel will face because of nuclear development in Iran. My approach 
is based on the theory of the international system applied to the regional level and we can discuss the 
probability of conflict in accordance with the change of balance of power. The game theoretic model of 
the Middle Eastern regional system leads to an implication that the Israelis recognize the threat of 
Iranian nuclear weapons and feel security from the alliance with the United States and Western 
countries. The study produces a scenario as follows:the nuclear Iran will erode Israel's military 
superiority and would not raise the danger of war but make Israel follow a policy of appeasement in the 
Palestinian issue.
